
　11月16日㈰に市町村対抗の「ふく
しま駅伝」が開催され、本市から福島
市までの16区間96.3㎞のコースを襷

たすき

でつなぎます。代表として日々練習に
励んでいる白河市チーム
の応援をお願いします。
《監督　齋

さ い

藤
と う

和
か ず

樹
き

さん》
　日頃から白河市チー
ムの応援ありがとうご
ざいます。毎週月曜日
と木曜日に練習会を行
い、力をつけてきました。白河市民の
代表として大会当日は精一杯走ります。
応援よろしくお願いします。
《キャプテン　藤

ふ じ

田
た

賢
け ん

さん》
　選手全員が全力を出
し切れるよう、チーム
を支えたいと思います。
　日頃より応援してく
ださる方々へ感謝の気持ちを胸に、チ
ーム一丸となり上位を目指して走り切
ります。白河市への応援をどうぞよろ
しくお願いします。
問スポーツ振興課☎(28)5543

　毎年11月17日の「世界早産児デー」
にちなみ、小峰城を早産児支援のシン
ボルカラーである紫色にライトアップ
します。
●期間　11月17日㈪～24日㈪
●時間　午後６時～10時
問小さく生まれた赤ちゃんとご家族の
交流サークル「Nっ子ちゃん」代表
鈴
す ず

木
き

☎090-8423-9181

まちかどまちかど
《男女混合バレーボール》
●日時　11月30日㈰
午前９時～午後２時
●会場　大信総合運動公園
トレーニングセンター（大信上新城）
●申し込み期限　11月10日㈪
問白河市スポーツ協会事務局
（市中央体育館）☎(29)8655

●期間　12月５日㈮～令和８年１月
31日㈯／午後4時30分～午後11時
問白河市中心市街地活性化協議会事務
局（白河商工会議所内）☎(23)3101

《親子工作教室》　※申し込み不要
　詳しくは、インスタグラム
をご覧ください。
●日時　11月15日㈯
①午後１時～２時　②午後３時～４時
※材料がなくなり次第終了

屋内遊び場わんぱーく
本町２マイタウン白河４階☎21-9980
開館時間
①10:00～11:30　②13:00～14:30
③15:00～16:30　※各回定員50人
休館日　木曜日　※祝日の場合は翌平日

●テーマ展の内容／会期
◇紙と光のアート「半

は ん

沢
ざ わ

政
ま さ

人
と

の創作展」
／11月16日㈰～12月21日㈰
　１枚の紙とハサミを用いて、自然な
感覚で作り出される美しく創造的な紙
と光のアートです。

●展示内容
◇展示室１　「小峰城ガイダンス展示
・小峰城VRシアター」
◇展示室２・３　
特別企画展「松

ま つ

平
だいら

定
さ だ

信
の ぶ

の文化力」
／11月9日㈰まで（展示解説会　11月
９日㈰／①午前11時～、②午後２時～）
「小峰城の歴代城主と美術」
／11月22日㈯から

●展示内容　◇平常展示
「白河の歴史と文化」

小峰城歴史館
郭内1-73　☎24-5050
開館時間　9:00～17:00
※最終入館　16:30まで
休館日　月曜日（11月３日㈷・24日㈪
　　　　は開館し、翌日休館）
入館料　一般300円
小中高生・障がい者100円

共
きょう

楽
ら く

亭
て い

南湖11　問文化財課☎28-5535
一般公開 11月２日㈰・３日㈷・９日㈰
開館時間　10:00～16:00
※天候により変更あり
入館料　無料

歴史民俗資料館
中田7-1　☎27-2310
開館時間　9:00～16:00
休館日　月曜日（11月３日㈷・24日㈪
　　　　は開館し、翌日休館）
入館料　無料

旧小峰城太鼓櫓
やぐら

郭内179-3　問文化財課☎28-5535
一般公開　11月２日㈰・３日㈷
　　　　　12月20日㈯・21日㈰
開館時間　10:00～16:00
入館料　無料　※貸館は有料

※白河市合併20周年記念事業には、記念事業のロゴを表示しています。

ベースに色が入ってる場合ベースが白

ベースに色が入ってる場合の１色１色

ベースに色が入ってる場合ベースが白

ベースに色が入ってる場合の１色１色

しらかわスポーツ祭
2025参加者募集

第37回ふくしま駅伝
白河市チームを応援しよう

小峰城
パープルライトアップ

白河駅前
イルミネーション2025

施　設施　設

中
な か

山
や ま

義
ぎ

秀
しゅう

記念文学館
大信町屋字沢田25　☎46-3614
開館時間　10:00～18:00
休館日　月曜日、祝日の翌日
入館料　大人220円　小人110円

瑞
ずい

花
か

双
そう

鳥
ちょう

八
はち

稜
りょう

鏡
きょう
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くらしの情報館定信紀行／白河かるた 札でつながる今・昔

り
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ら
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育
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報

保
健
情
報

ラ
ウ
ン
ジ
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長
の
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控
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帖

休
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当
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・
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せ
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の
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信
紀
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白
河
か
る
た
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くらしの情報館

定
信
紀
行

兼兼け
ん
け
ん

六六ろ
く
ろ
く

園園え
ん
え
ん

の
こ
と

の
こ
と

第
八
話

第
八
話

寄
稿
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

佐さ

川が
わ

庄し
ょ
う

司じ

　
現
在
、
定
信
揮
毫
に
よ
る
「
兼

六
園
」
扁へ

ん

額が
く

は
同
園
に
隣
接
す
る

生
活
工
芸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
展
示

さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
金
沢

城
内
か
ら
兼
六
園
へ
の
入
口
で
あ

る
蓮れ

ん

池ち

門も
ん

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
加
賀
前
田

家
か
ら
兼
六
園
の
額
字
揮
毫
の
依

頼
を
受
け
る
ほ
ど
、
当
時
の
定
信

は
著
名
な
庭
園
家
と
し
て
も
広
く

知
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　
日
本
三
名
園
の
ひ
と
つ
で
あ
る

石
川
県
金
沢
市
に
所
在
す
る
名
勝

「
兼
六
園
」、
そ
の
園
名
は
こ
れ
ま

で
長
い
間
、
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

が
命
名
し

た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
定
信

の
日
記
（『
花か

月げ
つ

日に
っ

記き

』
文
政
５

年
９
月
20
日
条
）
に
「
加
賀
の
太た

い

守し
ゅ

よ
り
額
字
を
こ
ふ
、
兼
六
園
と

て
、
た
け
三
尺
に
横
九
尺
也な

り

」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定

信
は
加
賀
藩
主
前ま

え

田だ

斉な
り

広な
が

よ
り
兼

六
園
の
額
字
揮き

毫ご
う

の
依
頼
を
受
け

て
そ
の
額
字
を
書
い
た
の
み
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
定
信
65
歳
の
時
で
あ
り
、

額
の
大
き
さ
は
縦
１
０
７
セ
ン
チ
、

横
２
７
５
セ
ン
チ
と
か
な
り
大
き

な
も
の
で
あ
る
。

　
中
国
宋そ

う

時
代
の
作
庭
に
関
す
る

文
献
『
洛ら

く

陽よ
う

名め
い

園え
ん

記き

』
に
兼
ね
備

え
る
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
る
「

宏こ
う

大だ
い

・
幽ゆ

う

邃す
い

・
人じ

ん

力り
ょ
く

・
蒼そ

う

古こ

・
水す

い

泉せ
ん

・
眺ち

ょ
う

望ぼ
う

」
の
六
つ
の
要
素
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
要
素
を

す
べ
て
兼
ね
備
え
れ
ば
名
園
と
な

る
と
い
う
意
味
で
「
兼
六
園
」
と

名
付
け
た
と
さ
れ
る
。
前
述
の
定

信
日
記
の
続
き
に
も
「
園
を
設も

う

く

る
に
得
難
き
も
の
六
つ
あ
り
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

問
観
光
課
☎(
28)

5
5
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6▲「兼六園扁額」松平定信筆（いしかわ生活工芸ミュージアム蔵）

札
で
つ
な
が
る
今い

ま

・
昔む

か
し

白
河
か

た
る

「
中な

か

山や
ま

義ぎ

秀し
ゅ
う

」

八
枚
目

　「
孤
高
の
文
士
」
と
称
さ
れ

る
中
山
義
秀
（
１
９
０
０
〜

１
９
６
９
）
は
、
岩
瀬
郡
大
屋

村
（
現
在
の
大
信
地
域
）
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は

中
学
校
で
英
語
教
諭
と
し
て
勤

務
す
る
傍
ら
執
筆
活
動
を
し
ま

す
が
、
な
か
な
か
評
価
を
得
る

こ
と
が
で
き
ず
、
退
職
や
妻
の

病
気
、
生
活
の
貧
窮
な
ど
が
重

な
り
、
不
遇
の
時
期
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
苦
節
15
年
、
38
歳
に

し
て
、
つ
い
に
光
明
が
差
し
ま

す
。
１
９
３
８
年
に
発
表
し
た
、

２
人
の
老
人
を
め
ぐ
る
人
生
の

葛
藤
を
、
菊
の
花
を
配
し
て
描

い
た
作
品
『
厚あ

つ

物も
の

咲ざ
き

』
で
、
第

７
回
芥あ

く
た

川が
わ

賞し
ょ
う

を
受
賞
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
翌
年
、
陣
屋
侍
だ
っ

た
自
ら
の
祖
父
た
ち
の
生
涯
を

綴つ
づ

っ
た
『
碑い

し
ぶ
み

』
の
発
表
に
よ
り
、

文
壇
で
の
地
位
を
確
固
た
る
も

の
に
し
ま
し
た
。
当
時
の
文
学

界
を
風ふ

う

靡び

し
て
い
た
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学

の
波
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
義
秀
で
す
が
、
両
作
品
に

よ
り
独
自
の
文
学
世
界
を
創
作

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
義
秀
は
作
品
の
中
で
、
人
生

の
敗
残
者
や
、
自
己
を
生
き
る

た
め
に
偏
屈
者
と
し
て
憎
悪
さ

れ
る
よ
う
な
人
間
を
好
ん
で
取

り
上
げ
ま
し
た
。

　
時
代
は
高
度
経
済
成
長
期
。

成
功
者
が
も
て
は
や
さ
れ
、
敗

残
者
や
偏
屈
者
が
追
い
や
ら
れ

る
世
の
中
で
、
社
会
の
軽
薄
な

風
潮
に
迎
合
す
る
こ
と
の
な
い

「
反
骨
」
の
精
神
が
、
義
秀
の

筆
先
に
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
☎(

28)

5
5
3
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